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平成２９年度事業計画 

１ 方針 

  県隊友会は、県民と自衛隊のかけ橋として、県民の防衛に対する一層の理解と認識の向上に努め、防

衛及び防災施策、自衛隊諸活動ならびに予備自衛官等の支援を基本とし、慰霊顕彰事業、及び地域

社会の健全な発展に寄与する事業を積極的に推進し、防衛基盤の構築に貢献する。 

このため、公益目的事業の定着充実により会活動の活性化を図るとともに、会勢の拡大、収益事業の

強化により会基盤の充実を図り、合わせて会員の福祉と親睦のための事業を継続して会の魅力化に

努める。 

 

２．基本事業・重点事業等の主要着眼事項 

（１） 総務・組織 

ア 会勢の充実・拡大 

（ア） 会員の増勢 

駐屯地・基地への「会勢拡大施策」と連携し、即日入会率の向上に努めるとともに、未加入ＯＢ

の掘り起こしと入会勧誘を継続して会員の増勢を図る。 

このため、部隊行事、部隊長等懇談会等参加時に一般隊員への隊友会の広報と理解を促進

す るとともに、各支部等における未加入ＯＢの把握及び加入働きかけをする。 

 （イ） 会員名簿の整理 

定期的に即日入会者、新規入会者等情報の入手に努め、会員名簿を最新の状態に維持して

継続的に会勢を把握し、本部への名簿報告及び次年度総会議決権行使等の事務に資する。 

この際、名簿は出身区分及び予備自衛官等を重視して整備する。 

 （ウ） 家族会員の増勢 

家族会員制度の更なる理解・普及を推進し、家族会員の加入率（正会員比） 増加を図る。本

年度も引き続き加入率１０％以上の目標を継続し家族会員の増勢に努める。 

     この際、各支部長は半期毎（９月及び年度末）、支部の家族会員加入の現況を県隊友会事務

局へ報告するものとし、半四半期の各支部の加入状況については周知して目標達成の促進を図

る。 

（エ） 予備自衛官部会・女性部会との連携・支援 

予備自衛官部会、女性部会の充実強化を継続するとともに、緊密な連携のもと、その活動を積

極的に支援して県隊友会及び支部活動の活性化に繋げる。また、各部会員には隊友会未加入の

予備自衛官及び女性を隊友会へ勧誘する有力なリクルーターとして会員増勢に寄与させる。 

（オ） 特別会員の増勢 

 地域社会の隊友会に対する一層の理解と協力を促すため、個人及び法人等を対象とする特別

会員の増勢を図る。 

（カ） 会員の定着率向上 

  会員の仲間意識の醸成、会活動への参画意識を増進するとともに、県及び支部活動の魅力化

施策により退会者の抑制を図る。 

この際特に、一昨年から進めている「パートナー（世話役）制度」施策の定着を図り、各支部の特
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性に応じた創意を尽くした活動状況と成果の把握を行い、各支部への情報提供と普及を推進し、１

年未満の退会抑制と定着率の向上に努める。 

（活動及び成果の参考 ： 鹿児島地区協議会のパートナー制度事業） 

イ 組織の改編・強化 

（ア） 新支部等の結成促進 

結成又は空白地域における新支部等の結成気運を醸成・支援し組織の立ち上げ・拡大を図る。 

この際特に、奄美地区新設部隊配置を見据えた奄美地区活性化及び結成気運のうかがえる地

区を重視する。 

また、地区協議会の結成及び未結成空白地域会員の既存の近隣支部等への編入についても、

それぞれ該当支部等との調整に努める。 

（イ）役員後継者の育成・登用 

支部長等役員の発掘・育成を図るため、現職時代の階級意識の払拭を図るとともに、真に熱意と

実行力のある曹友会長・先任上級曹長（伍長）等新進気鋭の人材の発掘と登用を図る。 

ウ 会務運営の効率化 

（ア） 定期総会 

定期総会は防衛講演会及び懇親会を併せ実施し、必要な議事を執り行うとと もに、会員の啓

発・懇親の機会とする。 

ａ 時期 ： 平成２９年５月１４日（日）１３００～１８００ 

ｂ 場所 ： 鹿児島市内（ジェイドガーデンパレス） 

 （イ） 議決権の行使 

 本部総会及び県総会の不参加者の議決権行使は手続に基づき済々と行う。 

（ウ） ＩＴ機器の効果的運用の推進 

 ＩＴ機器による会員相互のアクセスを拡大し、更なる会員相互の情報連携の推進に努める。この

際、会員のメールアドレスの登録を呼びかけて参画意識を促すとともに、セキュリティの確保に万

全を期する。 

また、県隊友会事務局との連携を図りながら、ホームページの整備等最新状況の更新に努める

とともに、「御知らせ、各支部だより、会員からの要望・情報等」の機微な発信に努め、会員相互の

情報共有の有効な手段として継続的に充実・更新を図る。 

（エ） 規則類の見直し 

本部会員規則第１０条（会費の納入）の改正に伴う県規則第８条（会費）の周知徹底を図るととも

に、引き続き本部の定款・規則類の見直し及び会員の改正意見等に基づく県隊友会規則の改

正・見直し等を適宜行う。 

        ※ 県規則の一部改正（案）による 

 

（２）市民・防衛・広報 

   ア 防衛意識の高揚 

    我が国の安全保障・防衛体制及び自衛隊の国内外行動について会員及び一般市民の認識の向上

を図る。   

（ア）関係自衛隊・防衛協力諸団体と連携し、会員及び一般市民を対象とした安全保障フォーラムを開

催（１０月８日（日）：勤労者交流センター）するとともに支部長会議・支部総会等あらゆる機会を活用し、
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軽易な防衛講和・セミナーを計画・実施して、防衛等諸問題の研修・研鑽によりその趣旨達成を図

る。 

（イ）九州・沖縄ブロック研修会の参加 

佐賀県隊友会が担任し開催する九州・沖縄ブロック研修会に参加して、防衛及び防衛関施 

策に対する各県の取り組みについて意見交換するとともに各県隊友会との相互交流を図る。 

  別紙第１ 九州・沖縄ブロック研修会佐賀大会参加大綱（案） 

 （ウ） 体制変換に伴う方面隊等演習・防災・現地研修等に参加し、自衛隊に対する支援・協同要領につ

いて研修する。 

 イ 自衛隊及び地方公共団体の防災・国民保護施策等に対する協力 

(ア) 隊友会自衛情報ネットワークの維持・拡充 

隊友会自衛情報ネットワーク協力者との連携を密にし、第１２普通科連隊との合意書に基づき大

災害発生時の迅速・確実な災害情報の提供に努める。このため、第１２普通科連隊防災訓練と連携

し情報伝達訓練を実施する。 

この際、隊友会自衛情報ネットワーク未加入の支部からの協力者を募り、全県下の情報収集組織

の 拡充を図るとともに協力者名簿の最新整理に努め、第 8 師団情報ネットワークとの整合を図る。 

また、同協力者は、隊友会本部と連携しボランティア活動保険に加入するものとする。 

(イ) 国民保護法事態及び大規模災害発生時における自治体との協力協定 

未締結自治体と各支部等との協力体制を推進する。自治体と合意した場合は、隊友会本部に承

認申請して協力協定を締結する。 

(ウ) 大規模災害発生時の協力者ネットワークの構築の推進 

自衛情報ネットワーク協力者のうち、県外及び県内での大規模災害発生に協力する会員との連携

を密にし、大規模災害発生等非常時の連絡体制及び協力支援要領を整備して、要請に応ずる即応

体制を整える。このため、次の防災ボランティアチームを平素から組織し、要請に伴い第一陣を速や

かに派遣できるよう準備する。 

 

 

 

       

          ２             ４              ４  

 

              車両×３ 

(エ) 大規模災害発生に備え、支部ごとの公益事業実施前報告書をあらかじめ整備し、災害発生時の

隊友会本部への速達を図る。 

併せて、平成 27 年 3 月に作成した鹿児島県隊友会防災ボランティア活動マニュアルの実効性を

検証し、必要に応じ補備・修正する。 

(オ) 自治体等の行う総合防災訓練等への参加 

     県及び市町村が実施する総合防災訓練等に積極的に参加してノウハウを蓄積し、大規 

模災害発生時の円滑な協力に資する。なお、同訓練等に参加する地区協議会（支部）は、「例規第

４号定期及び随時報告について」に基づき参加の概要及び成果を報告するものとする。県はこれに

基づき隊友会本部事務局に対し必要経費を申請する。 

指揮班長 

副指揮班長 

本  部 １分隊 

 

２分隊 
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 ａ 鹿児島県総合防災訓練 

   担当：鹿児島県、期日：２９年５月２１日（日） 

場所：西之表市 

参加者：西之表市・中種子支部・南種支部 

 ｂ 桜島火山爆発総合防災訓練（図上） 

担 当： 鹿児島県、期日：２９年 1２月、 

場 所： 県庁  

参加者： 各グループ、鹿児島地区協議会 

(カ) ボランティア人材バンク組織の維持・拡充 

２９年度のボランティア人材バンク登録者名簿を整備するとともに新規入会員の調査を実施して

同組織の維持拡充を図る。 

また、専門的知識・技能を必要とするボランティア事業に参加を希望する会員の資格取得のため

の支援を行う。登録様式は例規第４号別紙第６による。 

 （キ）鹿児島県防災士会との連携を図り、防災士会の実施する行事に積極的に協力・参加し、防災知

識・能力の向上に努める。 

 (ク) 平成27年度に制度化された「地域防災マネージャー制度」を活用し、地本・部隊・各支部との共

同連携のもと、各市町村自治体の「防災監等」部署への適任退職自衛官の雇用について積極的に

働きかける。 

   防災監配置市町村： 霧島市、薩摩川内市、曽於市、垂水市、姶良市 

（配置予定市町村： 鹿児島市、出水市、さつま町、大崎町等を予定） 

 ウ 地域社会の健全な発展に寄与する各種協力 

会員の居住地域社会が要望する各種事業及び東日本大震災復興お助け隊に対し、自衛隊で培っ

た能力・経験及び隊友会という組織力を活かして協力・支援し地域社会の健全な発展に寄与する. 

（ア) 県内公益目的事業の推進 

 青少年の健全育成、公園・慰霊碑・戦没者墓地等の清掃、各種慰霊祭への参加及び各地域の行

う行事等の社会活動に参加して、会活動の活性化を図る。 

この際、公益目的事業実施前に公益事業実施前報告書(例規第４号別紙第４)を順序を経て隊友

会本部へ提出し、公益事業実施間の不測事態に備える。 

（イ） 「東日本大震災復興お助け隊」への参加 

    公益目的事業達成のため同お助け隊への参加を促進する。 

エ 広報活動 

  (ア) 広報紙「隊友さつま」の発刊：年４回（１回/期）、 

      「会員の情報共有」と「県と支部間の意思の疎通」を狙いとして更なる内容の充実を図る。      

別紙第２ 平成２９年度広報紙「隊友さつま」発刊計画 

 (イ)  鹿児島県隊友会ホームページへの積極的投稿と活用：１回／月更新 

（ウ）  隊友会月刊紙「隊友」への積極的記事投稿及び改善意見・要望事項等の投稿 

オ 憲法改正運動 

美しい日本の憲法をつくる鹿児島県民の会と連携協力し、憲法（９条）改正に向けての県民意識の 

高揚を図る。 
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（３） 部隊等支援・協力諸団体・親睦 

 ア 部隊等支援 

   部隊等諸活動の支援は、会活動の重要な柱であるという認識の下、県・支部等が相互に調 

整・連携を取りつつ、共同して積極的に支援する。 

（ア）演習・訓練・災害派遣等の協力支援 

部隊等が実施する主要訓練・演習、駐屯地行事、状況により出動する災害派遣、国際支援 

活動を重視して支援する。 

（イ）部隊等との交流 

各部隊指揮官・幕僚との間において、定期的な意見交換の機会を設定し、会活動の広報及 

び部隊側の意見聴取を行う。また、部隊訓練の見学及び隊員と支部会員との直接的交流の場を積極

的に設定する。 

また、賛助会員に対し、会活動の現況を広報・PR するため、各駐屯地・基地に設置している 

「隊友会 PR コーナー」の活用・充実を図る。 

（ウ）募集・援護等の支援 

募集・援護について、地方協力本部及び地域事務所との連絡・調整関係を保持し、情報の収集・

提供を主体として協力する。 

特に、地方協力本部との連携を図るため、各支部は地域事務所との定期的な情報連絡会議の開

催、支部総会での説明会、入隊激励会・広報官激励等を実施する。 

    ａ 募集環境の厳しさを会員も共有し、縁故募集等に協力する。 

    ｂ 地域の企業に就職している会員からの援護情報を提供するとともに隊友会への加入を促進する。     

（エ）自衛隊業務に対する協力・支援事業（自衛隊員家族相談窓口支援・託児支援施策協力・隊員に

対するカウンセリング実施支援等）について、部隊側の要望に応じ積極的に対応する。 

イ 予備自衛官等の支援 

  予備自衛官及び即応予備自衛官は、隊友会の中核的存在であるという認識の下、招集訓練の 

激励支援を計画的に実施する。この際、隊友会への加入促進及び予備自衛官部会発足に伴う会活動

を積極的に支援する。また、予備自衛官福祉支援制度について普及する。 

（ア） 招集訓練参加記念品の全員配布（海上自衛官含む。） 

（イ） 招集訓練射撃優秀者隊員の顕彰 

（ウ） 招集訓練時、地本の協力を得て意見交換会（昼間・夜間）の実施 

（エ） 即応予備自衛官激励・訓練見学・担当部隊との懇談 

ウ 殉職者自衛隊員及び戦没者等の慰霊顕彰・援助  

（ア）殉職者慰霊については、各駐屯地・基地で行われる追悼式に参加し、弔意を表するとともに、地方協

力本部の協力を得て、護国神社における殉職者慰霊祭を主催する。 

（イ）戦没者慰霊については、県として護国神社春季大祭・鹿児島県沖縄戦没者慰霊祭・大東亜戦争戦

没者慰霊祭・鹿児島戦没者墓地慰霊祭等に参加・協力するとともに、各支部単位で墓地の清掃活動の

実施及び慰霊祭等に積極的に参加する。 

   別紙第４  平成２９年度県隊友会長が参加する慰霊祭・追悼式等  

エ 防衛協力諸団体等との連携 

  共に自衛隊と市民との架け橋を志す防衛協力諸団体及び各駐屯地・基地の部隊 OB会等と常 
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日頃から連携を保持しつつ、協同した活動の可能性を模索する。各支部は、自衛隊家族会と連携（共同

事業の実施等）し、現役隊員の退職後の将来像でもある隊友会会員の現役時の勤務、退職後の就

職・隊友会活動状況等を自衛隊家族会に紹介説明し、安心感の付与、相談受け等により安心感の

付与、離職防止、隊友会との早期からの関係構築による加入促進に資する。 

（ア）  防衛協力諸団体等の事業への参加 

（イ）  防衛協力諸団体等との調整会同の開催 

（ウ）  防衛協力諸団体が実施する慰霊祭等、各種事業への協力 

（エ）  自衛隊・協力諸団体・各部隊OB会及び一般市民との連携事業の開拓 

（オ）  地域社会における各種協力 

オ 親睦・福祉厚生 

   会員の親睦・福祉厚生は、会員の心を癒し、会基盤の維持・拡充を図るため、必須の要素であ 

り、県・支部の連携と創意を凝らし、充実を図る。各親睦事業の実施に当たっては、駐屯地曹友会等に

積極的に参加を案内する。 

（ア）主要な親睦事業 

a  総会時の懇親会 

b  グランドゴルフ大会 

c  囲碁（将棋）大会 

d   ゴルフ（隊悠会）大会支援 

  （イ）  会員の叙勲・功績に敬意を表するとともに、不慮の事故等にあっては、心あるお見舞等を行う。 

（ウ）  隊友会幟の作成・配布 

各支部の団結と士気高揚及び隊友会活動のPR効果を図るため、引き続き未配布支部の隊友会

幟を作成し配布する。 

（エ） 隊友会会員の再就職を支援し、会員の福利厚生及び会勢拡大に寄与する。 

 

（４）財務・事務局・監事 

  ア 財務強化の会費徴収厳正化 

会費・予算については、貴重な会員財源であるあることを再認識の上、即日入会率向上施 

作の推進、年会費２年連続未納者に対する会員継続依頼による会費納入者の増加及び特別会員の

増加を図り、年会費の増収に努める。 

   イ 年度事業・予算計画に基づく適正な予算の執行 

予算の執行にあたっては、年度事業・予算計画に基づき、適正・効率的に運用するとともに、会計

事務についても隊友会会計処理規定に基づき適正に実施する。 

別紙第４ 平成２９年度予算報告書（案） 

      別紙第５ 平成２９年度事業（予算収入・支出）計画（案） 

   ウ 収益事業等 

     引き続き、各販売事業及び広告収益事業を次のとおり積極的に行う。 

  （ア）天の輝き「隊友」は、九州各県隊友会への販売の拡大及び県内会員への販売拡大を図る。 

(イ) 隊友会員の健康維持増進食品として「鰹一番せんじ」の販売を促進する。 

(ウ)自販機設置場所情報提供収益事業、公園施設管理・ハンター事業等公益事業及び相互扶助事

業は会員及び関係者へ主旨を説明し、情報の獲得に努める。 
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(エ) 広告紙頒布依頼企業を開拓し収益の増大に努める。 

（オ）「隊友さつま」への広告協賛企業を各支部等に募る。 

エ 県事務所の運営 

  事務所運営に、鹿児島地区協議会からのボランティア協力を得て、事務所勤務を拡充し本 

部及び 各支部等との連絡体制を保持する。 

  オ 県本部役員の交替 

    役員交替に伴う各グループの業務担当区分を行い整斉と事業を進める。 

 

３ 主要な事業予定 

  別紙第６ 平成２９年度主要行事予定表（案） 
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別紙第１ 

九州・沖縄ブロック研修会佐賀大会参加大綱（案） 

 

１ 目的 

 佐賀県隊友会が担任・実施する九州・沖縄ブロック研修会に参加して、終身会員廃止に伴い会費の

納入管理を検討し、隊友会の一層の充実に資するとともに、隊友会九州・沖縄ブロックの団結強化を図

る。 

２ 期日・場所 

（１） 期日 平成 29 年 11 月４日（土）及び 5日（日） 

（２） 場所 ホテル龍登園 

住所 〒８４０－０２０３ 佐賀市大和町大字梅野１２０ 

電話 0952-62-3111 

３ 主要研修項目 

（１） 開会行事 

（２） 研修会    会費納入・管理要領の検討及び発表並びに本部からの回答 

（３） 防衛講話   講師 折木良一 氏   演題 未定 

（４） 引き継ぎ行事 

（５） 意見交換会 

（６） 現地研修  

晴天時 ： 嘉瀬川バルーンフエスタ会場 

雨天時 ： 佐賀歴史博物館、バルーンミュージアム等 

４ 管理事項 

（１） 意見交換会 ： 6,000 円、 

（２） 宿泊費    ： 8,000 円（３名以上部屋、朝食付）  

※ シングル・ツインは、少数有（金額？） 

（３）  移  動    ： 鹿児島地方協力本部に支援依頼（マイクロバス）実施 

（４） 参加者名簿の提出 

ア 各支部は、参加者名簿を 8月 15 日までに県本部事務局に送付されたい。 

※  参加者名簿様式（別途配布） 

 イ 県本部は、佐賀県隊友会へ 8 月 31 日までに参加者名簿を提出する。 

 

 

【事務局連絡先】 

        Ｔｅｌ    ： ０９９－２９５－６７２４  ＦＡＸ   ： ０９９－２９５－６７２３ 

         Ｅメール ： kagotaiyu2014@kagoshimaken-taiyu.jp  

         住 所  : 〒89２-０８１５ 

   鹿児島市易居町１０－１２ 村田ビル１階 

                 鹿児島県隊友会事務局 
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別紙第２－１
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別紙第３ 

 

平成２９年度県隊友会長が参加する慰霊祭・追悼式等 

 

 

１ 殉職自衛隊員追悼式・慰霊祭   主催事業 県護国神社（  月） 

  

２ 殉職自衛隊員追悼式・慰霊祭   

  （１） 陸自部隊  

   ア 西部方面隊殉職隊員追悼式    健軍駐屯地 （  月） 

   イ 国分駐屯地殉職隊員追悼式    国分駐屯地 （１１月） 

  （２） 海自部隊 

     鹿屋航空基地殉職隊員追悼式   鹿屋航空基地 （  月） 

 

３ 戦没者慰霊祭 

  （１）県護国神社春季大祭          県護国神社 （4 月） 

  （２）万世特攻慰霊碑慰霊祭        万世特攻慰霊碑「よろずに」の前（４月） 

  （３）国分基地特攻隊員戦没者慰霊祭  国分駐屯地前「特攻機発進の地」（4 月） 

  （４）出水特攻慰霊祭             出水特攻撃慰霊碑前（４月） 

（５）知覧特攻基地戦没者慰霊祭     知覧特攻平和観音堂前（５月） 

  （６）鹿児島県沖縄戦没者慰霊祭     県護国神社 （6 月） 

  （７）大東亜戦争戦没者慰霊祭       県護国神社 （8 月） 

  （８）県護国神社秋季大祭           県護国神社 （10 月） 

  （９）県主催鹿児島県戦没者追悼式    県総合体育館（10 月） 

  （１0）比島戦没者慰霊祭            指宿市花瀬望比公園（3 月） 

  （11）鹿児島戦没者墓地慰霊祭       後援事業 戦没者墓地（鹿児島市・3 月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



12 

 

 

 



13 

 

別紙第６－２ 
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県規則一部改正（案） 

 

（会費） 

第８条 会員は、隊友会定款第７条及び隊友会規則第１号第９条に基づき、次の会費を納入しなければ

ならない。会費は、即日入会者を除き本会において徴収する。 

（１） 正会員は、年額 ３，０００円とする。 

     （２） 正会員で希望する者は、希望する時に、１０年、１５年、２０年の何れかの期間を選択し、その期 

間の年会費を一括前納することができる。年会費を一括前納する場合は、前納期間にかかわらず 

前納期間会費総額の１０％割引した会費を納めるものとする。 

   （３） 終身その会費を免除された正会員を廃止するものとし、施行日の前日現在において既に終身会

員であった場合は、引き続きその身分を保証するものとする。 

   （４） 特別会員は、個人（一般）会員年額１口１０，０００円、個人（法人）会員年額１口２０，０００円、それ

ぞれ１０口以内並びに個人（家族）会員年額３００円とする。 

   （５） 本会は、必要に応じ終身会員に対し、会運営の一部の負担を求めることができる。その金額は 

年会費を基準とし、寄付金として処理する。 

２ 特別会員の会費の変更は、支部長等会議の議決による。 

  ３ 本会は、徴収した正会員費の１０％を本部に納入しなければならない。ただし、当分の間この納入 

金は免除され、本部からの助成金として扱う。 

４ 終身会員が帰住先居住地を入会後５年以内に県外に変更した場合においては、本会の残年数に 

応ずる会費を変更先の県隊友会長に移管する。 

   ５ 年会費を一括前納した正会員が居住地を県外に変更した場合においては、本会の残年数に応ず 

る会費を変更先の県隊友会長に移管する。 

      

付則 

  この規則は、平成２３年４月１日から施行する。 

   平成 27 年 6 月 1 日  一部改正    （例規第 4号） 
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                      鹿児島県隊友会員の平成２９年春の叙勲等受章者 

          栄えある叙勲の受章をお祝い申し上げます。 

  （賞 賜）   （功労概要）    （氏  名）    （所属支部） 

平成２９年春の叙勲受章者 

 瑞宝双光章 スポーツ振興功労・防衛功労 小田
お だ

 勝美
か つ み

   隼人（陸） 

第２８回危険業務従事者叙勲受章者 

瑞宝双光章    防衛功労     有村
ありむら

 昭夫
あ き お

     本部直轄：肝付（海） 

瑞宝双光章    防衛功労     大塚
おおつか

 浩二
こ う じ

     薩摩川内（陸） 

瑞宝双光章    防衛功労     改元
かいもと

 正昭
まさあき

      本部直轄：牧園（陸） 

瑞宝双光章    防衛功労     重村
しげむら

 満久
みつひさ

      瀬戸内（陸） 

瑞宝双光章    防衛功労     町田
ま ち だ

 茂
しげ

穂
ほ

     薩摩川内（陸） 

瑞宝単光章    防衛功労     棈松
あべまつ

 昭
あき

徳
のり

     鹿児島地協 （陸） 

瑞宝単光章    防衛功労     飯ケ谷
いいがたに

 望
のぞむ

     本部直轄：末吉（陸） 

  瑞宝単光章    防衛功労     西
にし

  一徳
かずのり

       薩摩川内（空） 

  瑞宝単光章    防衛功労     東
ひがし

  芳
よし

洋
ひろ

      中種子（空） 

※ 隊友会員以外の春の叙勲及び危険業務従事者叙勲受賞者は（内閣府ＨＰによる）以下の通

りです。 

平成２９年春の叙勲受章者 

瑞宝小綬章    上堀哲郎（薩摩川内市 空） 

第２８回危険業務従事者叙勲受章者 

瑞宝双光章 秋月明男（喜界町 海）、石原三善（いちき串木野市 陸）、上原玲（鹿屋市 海） 

      川口克司（鹿児島市 海）、篠原弘行（枕崎市 陸）、諏訪免仁（いちき串木野市 海） 

      時岡久和（喜界町 海）、野添健一（鹿屋市 海）、松岡英男（鹿屋市 海） 

      宮本誠（大崎町 陸） 

瑞宝単光章 岡山隆（鹿屋市 海）、皆錢和弘（鹿屋市 海）、坂元昭藏（志布志市 陸）、 

佐川芳盛（鹿屋市 海）、新越悟（鹿屋市 海）、永吉保（志布志市 陸） 

      、的場郁雄（阿久根市 海）、柳田義一（日置市 陸）、山村隆（鹿屋市 海） 

 


